
武蔵野市立 第三中 学校 第 2 学年

実施時期

１ 単元名

　 学習テーマ 伝統・文化理解

○知識・技能
　の習得

○思考力・判
　断力・表現
　力等の育成

○学びに向か
　う力・人間
　性等の涵養

）

時数

6

3

18

5

8

時数

1

1

42 時間

６　備考

職場体験先は、地域コーディネーターの協力を得て、新規協力事業者の開拓等を行う。

国語科

勤労の尊さや意義を理解し、将来の生き方について考えを深め、勤労を通じて社会に貢
献していこうとする姿勢を養う。

合計時数

特別の教科道徳
C-13「勤労」

関連教科等名と単元名

校外学習に向けて事前学習を
行い、その特徴を発表する。
またマナーなどについて考え
る。

５ 関連する教科等の学習活動

主な学習活動

訪問先の文化財や特徴について調べる。
マナーを守って集団で行動することを学ぶ。
訪問先で学んだことをまとめ発表する。

総合的な学習
の時間

国語「気持ちを込めて書こ
う」

職場体験で学んだことをポス
ターにまとめ、発表することを
とおして、キャリアビジョンを
醸成し、望ましい職業観を養
う。

手紙の表現形式の特徴や書式を理解し、実際に手紙を書き、推敲したものを職場体験の
御礼状とし職場体験先に送付する。手紙以外の通信手段にはどのようなものがあるか話
し合う。

ビジネスマナー講習をとおして、職場体験の心構えや態度、言葉遣い
などのあり方を学ぶ。
職場体験前に、体験先の概要や特徴を調べ、まとめる。
打合せのシミュレーションを行い、体験先と事前打合せをする。

実際の体験を通じて、感じたことや、個々の役割にどのようなものが
あったか等の気づき、働くことの意義についての考察等をワークシー
トに記録として残す。

作文やお礼状の作成を通じて自己の体験を振り返る。
職場体験で学んだことを、それぞれにポスターとしてまとめ、１、3年
生や保護者に発表する。

実際の体験や事前学習等をとおして、自身の適性や心構え、マナーなどの理解を深めるとともに、他者との
適切な関わり方を身に着ける。
都内の歴史的・文化的レガシーについて調べたり、体験したりすることを通してその価値を理解する。

事前学習や体験先での共同作業等をとおして、働くことの意義や、仕事が人々の生活にどのように役立って
いるか、チームワークの重要性を考え、ポスターセッションをとおして保護者等に伝えていく。
訪問する地域の文化財について調べ、壁新聞などを作成し他者へ発信する。

事前・事後学習や実際の体験等をとおして、自己のキャリアビジョンを醸成するとともに、望ましい勤労
観・職業観を養う。
事前・事後学習や実際の訪問を通して、国際社会に生きる日本人としての自覚と誇りを養う。

働くことの意義や心構えを考
え、自身の適性や将来設計を
基に職場体験先の希望を考え
る。

ねらい 関連教科・関連団体

４ 中核となる教科等の単元計画　　　（中核教科等名： 総合的な学習の時間

主な学習活動

体験先企業等実際に体験し、働くことの意
義や一人一人の役割等考え
る。

（社会参画）公共心、社会連帯の自覚

（自立）規範意識・責任感

○知識・技能
　の習得

（協働）他者理解、人間関係形成

（自立）自己理解、自己管理

（社会参画）地域や社会的課題などへの理解

（自立）情報を活用する力○思考力・判
　断力・表現
　力等の育成

○学びに向か
　う力・人間
　性等の涵養

武蔵野市民科指導計画　　

１学期・２学期

職場体験から考える将来の自分・校外学習

ビジネスマナー講習や、体験
先の職場訪問、シミュレー
ションなど、職場体験の準備
を行う。

特別の教科道
徳
社会科

地域コーディ
ネーター
体験先企業等

働くことの価値や、店等でどのような人がどのような作業をしている
か考え、体験前の自身の勤労観を把握し、協力の重要さに気付く。
職業人の話を聞き、仕事観を深める。
自身の適性などを基に職場体験先の希望を考える。

キャリア発達 キャリア発達

（協働）目標達成に向けた他者との協力

３ 単元において具体的に育成を目指す資質・能力

２ 育成を目指す資質・能力

（自立）クリティカル・シンキング

（協働）自己有用感


